
   

 

 
 
『地域「里親」による医学生支援プログラム』（略称「里親ＧＰ」）の事業として、「彦根・米原・

伊吹山方面の医療と歴史・文化を学ぶ」と題し、８月２６日（木）～２７日（金）の２日間、宿泊

研修を実施しました。大変な猛暑の中でしたが、学生・教職員合せて過去最多の５５名という大人

数での研修となりました。 

１日目は、滋賀県で一番高い伊吹山に登り、すばらしい景色と珍しい高山植物

を見ることができました。その後、地域包括ケアセンターいぶきを訪問し、

沖縄での離島医療等についてお話を伺った後、施設を案内していただ

きました。また、医学科３年生の１名は往診にも同行させていただ

きました。次に訪問した彦根市立病院では、救急医療のお話等を

伺った後、施設見学をさせていただき、最後には屋上階のヘリ

ポートで記念撮影をしていただきました。 

 

夜は宿泊場所で交流会を行いました。第１部は地域包括ケアセンターいぶきの畑野先生のご講演、

第２部には、学外から彦根市副市長はじめ訪問先の病院関係の方々・里親・プチ里親の方々等２０

名の参加をいただき、とても盛大な交流会となりました。なかでも、彦根市のご厚意により、サプ

ライズで飛び入り参加した“ひこにゃん”は学生たちをあっという間に引きつけていました。 

２日目は、ボランティアの方の案内による国宝彦根城見学の後、友仁山崎病院

を訪れ、院長はじめ滋賀医大卒業の先輩方から病院の理念・現状・今後

や経験等のお話を伺いました。続いて訪問の豊郷病院では、病院の創

設等についてお話を伺った後、精神科病棟などを案内していただ

きました。 

今回も大勢の方々のご協力により、大変有意義で、学生たち

に新たな思いや考えを抱かせる研修となりました。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

                       

 

 

 

  

 

 

 

 

 

        

2010/8/26（木）・27（金） 

       

○中日新聞（びわこ版） ８月２７日（金） 

 

里親 GP のホームページ

（http://satooya.shiga-med.ac.jp/） 

 

に新聞記事を掲載しています。 

 

 

 

今回の研修の様子がメディアに

取り上げられました!! 

交流会 第２部にて 

地域の人々の健康を様々な方

面から支えている方々のお話

を聞け、地域医療への関心が高

まりました。また興味のあった

緩和ケアについても内容の濃

いお話を聞けたので、より一層

興味深く思いました。交流会で

は同じ部活のＯＧである里親

さんとお話できたり、プチ里親

の方からの患者目線のお話を

聞けたりととても刺激的で最

後まで楽しかったです。 

〈看護学科 １年〉 

病院見学や先生方のお話を聞かせていただいたこと

は大変貴重な経験となりました。急性期医療を担う大

きな病院や地域に密着しその地に根ざした医療を行

う小さな診療所、それぞれが地域においてもつ役割や

重要性について肌で感じることができました。また、

滋賀における医療の現状についても垣間見ることが

できたように思います。〈医学科 １年〉 

地域を愛することを医療の根本にされている医師や、患者さんに負担をかけない内視鏡の実施にずっと取

り組んでこられた内科医の方や、自分が手術した患者さんは必ず最後まで見守るようにしているとおっし

ゃる外科医の方、お話を聞く中で高い志に感動しました。自分だったら、どんな夢をもって頑張り続けら

れるかな…と、将来のことを考えるきっかけを与えていただけました。〈医学科 ３年〉 

 

「地域医療の現状」だけにと

どまらず、「生活する場の医

療」という点まで考えさせて

いただくものだったと思い

ます。そこで暮らしておられ

る地域の方を医療者はサポ

ートしていきますが、医療者

も地域の方に支えられ、教え

ていただいているのだと感

じました。〈看護学科 ２年〉 

最も印象に残ったことは「患者さんが

先生」という言葉です。地元の患者さ

んが診察しているお医者さんに対し

て、思っていることを言うことで、お

医者さんが勉強するということに感銘

を受けました。患者さんがお医者さん

に対して何でも言えるような信頼関係

を構築することが、本当に地域に密着

した医療と言えるのではないかと感じ

た二日間でした。〈医学科 ２年〉 

 

２日間という短期間に

も関わらず、医療現場

を見せて頂けたり、お

忙しい中、先生方から

直接お話を伺えたり、

彦根城など地域を散策

出来たりと、予想以上

に多くの経験をさせて

頂けました。今、何が

求められているのか、

医療者として自分がそ

の地域に何が出来るの

か、常に問うことを忘

れない医師になりたい

と強く感じました。 

〈医学科 １年〉 

今回私が一番考えたのは、人の死と医療の関係でした。今では病院で死ぬというこ

とがほとんど当たり前になってきていますが、よく考えてみれば一昔前までは家で

家族に看取られて死んでゆくのが普通だったはず。私たちはあまりにも身近に死を

感じる機会が少ないのかもしれません。私たちはもっと老後の生活と環境と死につ

いて考えなければいけないのだと思いました。〈医学科 ２年〉 

 

学生の感想文より 
国宝 彦根城天守閣の前で 

地域を愛することを

医療の根本にされて

いる医師や、患者さん

に負担をかけない内

視鏡の実施にずっと

取り組んでこられた

内科医の方や、自分が

手術した患者さんは

必ず最後まで見守る

ようにしているとお

っしゃる外科医の方、

お話を聞く中で高い

志に感動しました。

〈医学科 ３年〉 

http://satooya.shiga-med.ac.jp/

